
悌
殺
史
上
に
於
け
る
日
蓮

教
義
の
特
色

清
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三
国
悌
殺
市
民
を
繕
〈
者
は
何
人
も
其
哲
皐
的
教
理
の
方
面

仁
、
又
其
宗
敬
的
信
仰
の
方
面
に
、
我
日
本
悌
数
各
宗
の

印
度
支
那
の
其
れ
に
比
し
て
、
非
常
な
進
歩
成
時
遺
品
煙
運
異

同
を
認
む
ペ
し
o
同
時
に
我
日
選
数
義
の
百
尺
竿
頭
一
歩

を
準
め
、
一
台
巌
然
頭
角
を
現
し
、
殆
ど
全
く
印
度
産
出
、

支
那
侍
承
の
嘗
悌
教
に
非
守
し
て
、
謹
一
日
連
創
唱
の
新
悌

数
却
も
翠
の
謂
ゆ
る
「
日
本
の
働
法
」
な
る
風
趣
面
目
を

も
骨
認
む
ぺ
し
o
余
は
今
設
に
翠
誕
七
百
年
の
嘉
辰
そ
迎
へ

脚
か
書
事
日
蓮
教
義
の
悌
敬
市
民
と
は
於
げ
る
特
色
を
遁
ぺ

ん

t
欲
し
て
、
（
ご
三
閤
悌
殺
の
概
観
、
（
一
ご
日
本
悌
数

の
特
色
、
（
一
一
ご
我
日
蓮
教
義
の
費
揮
に
及
ば
ん
と
す
。

一
、
三
岡
僻
致
の
数
判
上
の
位
地

イ弁
者え

心
朱

i
l
1向
令
l
！
｜
律

司

本
予P
皮

え

朱

文
男子

i

実
｜
去
受
「
迩
門
本
梓
l
l
え

「
本
門
木
砕
l
同

律
宗
も
支
那
の
南
山
の
道
宜
の
如
き
は
、
理
想
主
大
乗
に

置
き
、
行
儀
を
小
乗
じ
取
る
等
と
謂
ふ
と
雄
も
、
大
体
仁

於
て
阿
合
小
乗
三
識
の
律
誠
仁
依
れ
る
も
の
に
し
て
本
朝

天
下
の
三
戒
壇
の
如
き
亦
皆
爾
り
o
而
し
て
印
度
は
此
戒

律
悌
設
相
躍
的
闘
に
し
て
盛
じ
流
布
サ
・
り
。

宮
前
に
は
侍
致
（
軒
）
弘
法
（
む
の
二
家
ゐ
b
て
、
前
者
は
支

那
仁
於
て
巳
に
天
台
の
一
行
縄
開
が
法
華
の
数
理
を
蓮
川

し
て
彼
大
日
経
疏
を
足
、
り
た
れ
ぜ
、
某
所
轄

ω
本
典
大
日
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経
其
れ
自
身
は
其
説
相
仁
徴
す
る
に
、
回
数
並
設
三
乗
得

道
の
第
三
方
等
部
の
揺
麗
な
れ

y－
ち
、
其
綿
疏
に
依
れ
ば

法
華
数
理
を
混
和
し
あ
る
を
以
て
、
亦
法
華
に
判
揺
す
。

而
し
て
惇
数
大
師
は
法
華
勝
大
日
劣
、
正
依
法
華
大
日
傍

依
な
る
に
劃
し
て
、
弘
法
は
大
日
勝
法
華
劣
、
真
言
第
一

華
巌
第
二
、
法
華
第
二
一

t
判
じ
て
盛
に
華
厳
数
理
を
蓮
崩

し
て
以
て
惇
敷
仁
相
互
仇
せ
り
。

釘
炉
開
に
は
支
那
及
本
朝
に
も
華
巌
（
防
相
m一
一
畑
一
四
念
）
方
等
（
閥

然
等
の
J

如
き
」
並
法
華
の
観
念
念
偽
（
天
台
宗
）
叉
曇
鷲
、
道
結
、

善
導
等
の
口
稗
念
備
、
且
又
本
朝
に
於
て
も
法
然
の
草
元

的
滞
土
三
部
経
（
吻
骨
）
の
繭
陀
法
と
親
鷺
の
複
元
的
即
も

法
華
の
法
、
備
を
運
用
融
曾
し
た
る
念
悌

t
の
異
同
あ
れ

いとも、

A
1
は
其
所
依
の
本
典
に
依
り
て
、
方
等
部
に
判
講

す。
描
宗
は
自
ら
沸
敬
の
総
府
と
誇
稀
し
、
総
じ
て
一
代
悌
数

を
用
拾
し
、
別
に
所
依
の
経
典
を
局
足
せ
十
等
と
言
ふ
と

雄
も
、
其
所
詮
の
宗
教
は
般
若
昼
無
相
に
な
る
は
復
掩
ふ

ぺ
か
ら
ざ
る
な
h
、
若
し
道
元
の
「
正
法
眼
識
」
の
如
き

中
に
方
便
ロ
聞
の
諸
法
質
相
、
叉
寄
量
品
の
六
句
の
知
見
、
我

此
土
安
穏
の
妙
旨
を
前
述
す
る
こ
と
あ
る
も
、
其
究
極

0

0

0

0

0

0

0

0

 

狛
是
れ
知
識
相
貫
相
に
し
て
、
未
だ
是
れ
具
相
有
相
の
賞
相

に
あ
ら
や
，
。
故
に
彼
家
の
窓
た
る
奪
っ
て
是
を
利
す
れ
ば

主
主
〈
阪
中
を
J

通
殺
の
嘗
体
即
空
の
偏
忠
宗
一
就
か
ざ
る
〕
仁
し
て
、
未
だ
別
散

の
自
室
（
叫
刊
一
一
件
即
）
に
及
ば
令
。
況
や
国
数
皐
覧
室
（
一
一
一
読

融
即
‘
伎
中
に

d

i

即
す
る
の
空
・
ト
乞
や
。
本
調
台
門
の
古
哲
安
然
の
織
を
闘
の

生
門
の
一
連
な

b
t判
や
り
o
是
れ
締
高
き
に
失
す
る
の

嫌
な
－
B
に
非
ざ
れ
い
と
も
、
安
然
の
耀
は
或
は
許
し
て
可
な

ら
ん
、
而
も
彼
蹄
宗
の
縄
は
断
じ
て
容
す
べ
か
ら
ゴ
る
な

。
、hv巳

上
の
諸
宗
中
に
於
て
唯
侍
教
大
師
め
密
教
の
み
は
法
華

薬
籍
中
の
物
と
し
て
権
賓
の
判
講
じ
一
一
分
法
華
闘
賞
を
合

む
と
錐
も
自
僚
は
絶
無
、
悉
〈
偏
権
仁
属
す
。
但
し
今
言

ふ
所
の
台
密
と
は
、
的
し
く
侍
敬
の
密
を
指
す
o
若
し
彼

慈
畳
、
智
詩
、
安
然
に
至
り
で
は
、
蚤
〈
既
に
高
組
以
v

『
調
岬
戒
J

ミ
ニ

偏
石
｝
助
ν
嗣
｛
乏
の
本
意
を
喪
ひ
、
彼
大
H
経
と
此
今
経

t
、
意
業
所
観
の
一
念
三
千
の
理
は
同
じ
（
、
手
（
糊
）
に

『
此
こ
ら
〆

結
ぶ
印
契

t
、
口
に
唱
ふ
る
真
言
i
’
』
は
ま
と
一
三
彼
勝
な
h
’

な
ど
傍
正
願
倒
権
買
雑
飢
以
て
軍
に
方
等
部
仁
掘
し
、
法
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華
経
及
び
侍
教
大
師
の
獅
子
身
虫
を
出
す
・
｝
と
撰
時
紗
、

下
山
紗
等
の
事
判
の
如
し
o
右
東
台
爾
密
及
び
惇
教
大
師

t
其
以
後
叉
法
然
親
鷲
ゆ
異
同
等
は
拙
著
「
法
華
経
要
義
』

の
「
一
一
一
国
博
弘
史
論
」
を
多
照
せ
ら
き
た
し
、
今
詳
に
す

る
に
逗
な
し
o

最
後
に
質
大
乗
法
華
経
の
中
じ
就
て
、
像
法
時
代
に
支
那

に
天
台
、
日
本
に
惇
敢
出
で
、
倶
に
天
台
法
華
同
宗
を
弘

む
と
雄
も
、
狛
是
述
内
の
理
具
質
相
、
理
の
一
念
三
千
以

て
所
観
の
諦
境
と
し
て
、
一
二
一
諦
三
観
観
念
法
行
以
て
能
観

の
観
法
と
鍔
す
。
是
即
述
門
立
脚
地
の
法
華
弘
通
に
し
て
、

唯
是
れ
像
法
趨
時
即
ら
利
根
上
機
に
遁
し
て
末
法
根
鈍

障
重
の
劣
機
は
れ
？
を
絶
す
o
是
に
於
て
か
、
法
然
を
し
て

際
に
乗
じ
て
、
理
深
（
職
）
解
（
棚
）
倣
（
繍
）
非
機
失
時
等

ω
諒

法
ぞ
敢
て
せ
し
む
る
所
以
な
り
o
蓋
し
越
化
の
弘
経
は
此

評
破
を
耳
目
る
よ
陪
は
ざ
る
を
奈
せ
ん
。

然
り
而
し
て
法
華
経
果
し
て
是
の
如
き
も
の
な
b
耶
。
是

れ
本
化
大
士
が
闘
賞
本
門
立
脚
地
の
事
の
一
念
三
千
三
大

ヘ
手
に
印
契
の
総
体
K
Z
合
掌
印
ら
結
ぴ
、
口
に
官
官
〆

秘
法
即
も
一
部
e

F
仰
の
秘
密
況
な
Z
週
日
を
崎
ふ
即
ち
身
口
二
業
之
理

『
意
業
事
の
一
念
三
J

戸
千
の
理
ら
官
制
倒
d

’
」
倶
密
の
最
勝
翼
賛
の
妙
法
を
建
て
て
、
彼

密
家
編
棒
の
三
密
の
邪
憧
を
倒
せ
し
所
以
な
b
o
而
し
て

此
大
法
は
賞
仁
三
岡
三
時
未

r曾
て
有
ら
ざ
る
所
・
品
。
此

天
台
と
拝
施
と
の
法
華
観
の
異
同
亦
粗
『
法
華
経
要
輯
』
の

如
し
。

之
を
要
す
る
に
三
園
の
悌
殺
を
概
観
す
る
に
、
印
度
は
小

乗
阿
合
三
蔵
敬
三
識
の
中
に
も
戒
律
中
心
の
偶
数
、
支

那
は
権
大
乗
、
日
本
も
侍
教
大
師
以
前
は
権
大
乗
、
大
師

は
賓
大
乗
而
も
猶
未
だ
法
華
経
の
述
門
中
心
な
h
し
を
、

我
本
化
大
事
人
に
至
h
て
方
め
て
本
内
法
華
経
を
唱
道
せ

ら
れ
た
る
な
り
。

三
国
偶
数
の
教
判
上
に
於
げ
る
位
地
略
L
て
是
の
如
し
o

而
し
て
英
数
理
の
傾
向
及
其
修
行
の
賓
際
は

皐
問
的
！
理
想
的

i
消
極
的
出
世
間
的
1
1
1印
度

宗
教
的

l
賓
際
的

l
積
極
的
非
開
家
的
＼
一

i
支
那

観
念
的
！
貴
族
的

i
部
分
的
（
他
加
川
口
ほ
那
）

信
仰
的
！
卒
民
的

l
普

遍

的

世

間

的

l
刈
！
日
本

園
家
的
＼

tR7類
せ
ら
る
る
こ
と
は
敢
ヤ
弊
を
侠
た
十
し
で
護
者
の

昔
肯
せ
ら
る
、
所
な
る
べ
し
o
但
し
曲
学
問
品
川
、
理
想
的
、
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消
極
的
、
観
念
的
、
部
分
的
、
貴
族
的
、
出
世
間
的
、
非

国
家
的
は
濁
り
印
支
の
み
な
ら
今
、
日
本
も
我
日
連
敬
義

よ
り
批
判
す
れ
ば
亦
此
揖
麗
を
見
か
れ
歩
、
後
の
日
蓮
教

義
の
特
色
の
下
に
耕
守
ん
。
一
二
園
備
畿
の
異
同
比
較
概
観

略
し
て
是
の
如
し
o
次
に
特
に
日
本
的
数
の
特
色
ゲ
一
述
ぺ

ん
。
（
嗣
出
）鎌

倉
殿
中
問
答
考

（
承
前
）

嘗
時
問
答
の
獄
況
を
記
し
て
日
（
「
斯
外
伺
候

J

大
名
諸
士

百
司
磨
v
肩
テ
屈
一
膝
ナ
而
列
座
1

凡
リ
貴
賎
上
下
道
俗
男
女
来

え

S

’J

曾
ス
守
宛
ヵ
如
－
－
雲
霞
一
門
前
成
－
群
チ
良
＝
希
代
ノ
妊
観
山
叫
（
略
位
十

一
左
）
「
鎌
倉
中
の
寺
院
は
不
一
一
申
及
－
三
浦
三
崎
金
崎
ム
ハ
ッ
、
浦

、
津
々
浦
々
喧
闘
は
駿
河
甲
斐
伊
豆
武
識
の
寺
冷
に
申
付
慣

俗
男
女
聴
聞
御
苑
の
由
所
仰
付
也
」
（
会
締
本
〉

印
師
一
度
場
に
臨
む
や
、
獅
子
王
の
勢
を
な

L
、
大
乗
の

幡
を
差
上
、
身
に
は
忍
辱
の
衣
を
着
し
‘
手
に
は
妙
法
五

宇
の
利
剣
を
提
け
、
正
直
拾
植
の
弓
を
張
L

リ
、
邪
正
一
如

の
失
を
番
ひ
、
爾
前
権
問
を
打
破
り
、
智
解
排
舌
縦
横
無

章
、
恰
も
宮
棲
那
¢
無
擬
弊
の
如
〈
、
大
風
の
雑
草
を
鹿

か
す
が
如
〈
、
普
（
法
華
折
伐
破
権
門
理
を
示
し
給
ふ
、

而
し
て
三
皮
の
論
難
正
に
刊
師
の
一
勝
利
に
臨
す
る
や
、
寺

社
奉
行
大
膳
大
夫
自
ら
宗
牒
を
輿
へ

m
筒
名
言
を
許
可
す

印
師
答
日
（
「
四
筒
の
名
言
今
夏
御
菟
無
〈
ご
も
、
少
し

も
慌
ろ
な
し
、
先
年
高
組
大
士
佐
渡
よ
b
赦
菟
の
時
、
放

、
．
本
化
合
向
瓶
傍
下
十
一

光
寺
時
宗
長
よ
り
宗
牒
含
下
し
置
か
る
、
F

別
統
・
夫
、
ご
八
譜
三

相

γ
4）
今
新
に
巾
す
事
御
無
用
也
」

t
o

叉
朗
等
身
は
松
葉
ヶ
谷
草
庵
に
居
し
給
ふ

t
雄
も
．
此
度

の
問
答
は
前
代
未
有
の
大
事
、
初
の
仰
の
如
〈
、
些
細
の

失
過
も
あ
ら
は
、
忽
も
流
島
刑
架
の
み
な
ら
や
、
一
宗
門

の
関
ケ
原
、
宗
粗
末
代
、
出
現
の
本
懐
も
唐
招
な
ら
し
む

と
、
乃
も
老
躯
の
御
身
を
杖
に
扶
げ
ら
れ
、
群
集
の
間
に

あ
り
七
、
問
答
を
窺
ふ
、
口
仁
は
経
文
を
諦
し
、
心
じ
は

諸
悌
菩
薩
b
t
祈
念
し
専
念
に
勝
利
を
希
ふ
、
然
る
仁
辛
な

る
哉
．
初
中
後
印
師
の
利
と
な
ら
し
か
ば
‘
喜
悦
満
面
、

互
に
顔
を
合
せ
し
、
嬉
し
泊
じ
御
法
衣
の
袖
を
絞
、
り
給
ひ

踊
躍
し
て
手
づ
か
ら
、
印
師
の
履
物
を
直
じ
給
ふ
、
印
師

鷲
き
且
つ
問
僻
す
る
事
再
三
、
世
の
諺
に
も
七
尺
去
っ
て
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